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本研究プロジェクトの目的と主要構成員
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本プロジェクトでは、情報科学、数学、物理学の理論研究と量子光学の実験研究の融
合を図り、複雑な量子状態や、従来は実現されていなかった波長域での量子もつれ光など
の「超量子もつれ」の基礎原理の理解と活用の研究を行います。

大規模な光量子回路により、巨大なヒルベルト空間とその制御テストベッドを実現、従来
の「量子もつれ」の概念を超えた、多数の粒子が織りなす複雑な量子相関をもつ状態（超
越量子相関状態）の実現と理解を目指します。
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主要構成員

1. 多数の光子からなる「W状態」と呼ばれる量子もつれ状態を、一括で一度に
識別する「もつれ測定」の方法を新たに開発、さらにその実証実験に世界で
初めて成功した

今年度の研究成果まとめ
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1. W状態に対する量子もつれ測定[1]

2. CMOS互換チップ上での超広帯域光子対生成[2]

令和7年度の研究活動及び主な成果
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研究領域「超量子もつれ」 2024-2029年度

研究期間：2025年10月1日～2030年3月31日

「超量子もつれ」という新しい学術の潮流を創出

「多光子量子もつれ」状態の識別を飛躍的に効率化するだけでなく、多数の光子に対する
量子テレポーテーションなどの実現に路を拓く成果

2. 高屈折率コントラストガラスによるリング共振器付き導波路を作製し、
351.9 nm の帯域、212の共振モードに渡った発生光子対の周波数
相関の観測に世界で初めて成功した

1394.0 nm から 1745.9 nm までのシグナル光子、アイドラー光子対の世界記録を更新
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平均「測定識別忠実度」として"0.871"±0.039という高い値を達成
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波長 (nm)

106モード，351.9 nm の帯域で
発生光子対の周波数相関を確認
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